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おたのしみ会Tomioka photo album

　
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る

場
合
、
富
岡
町
印
鑑
条
例
第
16
条
に
よ

り
印
鑑
登
録
証（
カ
ー
ド
）を
添
え
な
け

れ
ば
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

（
登
録
印
の
持
参
は
不
要
で
す
）。

　
富
岡
町
役
場
郡
山
事
務
所
ま
た
は
、

い
わ
き
・
三
春
・
大
玉
各
出
張
所
で
、

ご
本
人
や
代
理
人
の
方
が
申
請
す
る
際

は
、
必
ず
印
鑑
登
録
証（
カ
ー
ド
）を
ご

提
示
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
郵
便
で
の
請
求
は
郡
山
事
務

所
の
み
の
受
付
け
と
な
り
ま
す
。

※

カ
ー
ド
の
紛
失
等
に
よ
る
再
登
録
に

つ
き
ま
し
て
は
、
事
前
に
窓
口
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

 

必
要
書
類

▼
窓
口
申
請

·
印
鑑
登
録
証（
カ
ー
ド
）

·
申
請
者
の
身
分
証
明
書

▼
郵
便
請
求

·
印
鑑
登
録
証（
カ
ー
ド
）の
写
し

·
ご
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
の
写
し

·
返
信
用
封
筒（
宛
先
記
入
・
切
手
貼
付
）

問
健
康
福
祉
課
　
戸
籍
係

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
申
請
に
は

印
鑑
登
録
証（
カ
ー
ド
）の
提
示
が

必
要
で
す

　
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
い
平

成
23
年
３
月
28
日
か
ら
平
成
23
年
12
月

末
日
ま
で
、
生
活
支
援
金
の
貸
付（
１

人
２
万
円
）を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
支
援
金
は
貸
付
期
日
か
ら
１
年
以

内
に
ご
返
済
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す（
平
成
24
年
11
月
末
現
在
の

返
済
人
数
1,152
人
）。

　
返
済
方
法
は
、
富
岡
町
役
場
郡
山
事

務
所
出
納
室
へ
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、

左
記
口
座
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い（
振

込
み
手
数
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
）。

▼
口
座
振
込
み
に
よ
る
ご
返
済

　
銀
行
名
　
東
邦
銀
行
富
岡
支
店

　
普
通
　
口
座
番
号
　
２
５
３

　
名
義
人
　
富
岡
町
会
計
管
理
者

※

振
込
み
の
場
合
、
備
考
欄
に「
貸
付

金
返
済
」と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▼
納
付
書
に
よ
る
ご
返
済

　
　
町
指
定
の
金
融
機
関
を
ご
利
用
の

場
合
は
、
納
付
書
に
よ
る
返
済
が
可

能
で
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い（
手

数
料
は
無
料
で
す
）。

問
出
納
室

　
富
岡
町
役
場
郡
山
事
務
所
の
一
般
業

務
は
、
12
月
29
日（
土
）か
ら
１
月
３
日

（
木
）ま
で
休
み
と
な
り
ま
す
。
閉
庁
中

の
出
生
届
、
婚
姻
届
、
死
亡
届
な
ど

は
、
日
直
者
が
受
け
付
け
ま
す
。
受
付

時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
で
す
。

　
ま
た
、
各
出
張
所
の
業
務
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
い
わ
き
・
三
春
・
大
玉
出
張
所

　
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

　
閉
庁（
日
直
者
不
在
と
な
り
ま
す
）

▼
大
玉
仮
設
診
療
所

　
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
休
診

問
総
務
課
　
総
務
係

年
末
年
始
の
業
務
案
内

富
岡
町
生
活
支
援
貸
付
金
の

返
済
に
つ
い
て

　
年
末
年
始
の
公
益
一
時
立
入
り
申
請

受
付
は
、
富
岡
町
役
場
郡
山
事
務
所
並

び
に
い
わ
き
出
張
所
と
も
に
、
12
月
26

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
年
明
け
は
、
１
月
４
日
か
ら

受
付
け
ま
す
。

※

公
益
目
的
の
一
時
立
入
り
は
一
般
の

方
の
一
時
帰
宅
と
は
別
の
制
度
で
す
。

問
産
業
振
興
課
　
商
工
係

公
益
目
的
の
一
時
立
入
り
申
請
書
の

受
付
に
つ
い
て

ト
ミ
オ
カ
マ
チ
カ
イ
ケ
イ
カ
ン
リ
シ
ャ



お知らせ版　（2）

　
県
外
避
難
さ
れ
て
い
る
16
歳

以
上
の
皆
さ
ま
に
、
10
月
中

旬
、
平
成
24
年
度
総
合
検
診
の

ご
案
内
を
送
付
し
て
お
り
ま

す
。

　
申
込
期
限
は
12
月
末
日
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
検
診

を
希
望
さ
れ
る
方
で
未
だ
申
し

込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

お
早
目
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
健
康
福
祉
課

国
保
年
金
係（
国
保
特
定
健

診
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
）

健
康
づ
く
り
係（
が
ん
検
診
・

40
歳
未
満
の
健
康
診
査
）

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に

よ
っ
て
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の

お
借
入
金
の
弁
済
に
お
悩
み
の

方
は
、
個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン（
被
災
ロ
ー
ン
減
免

制
度
）を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
免
除

　
現
在
町
で
は
、
リ
フ
レ
富
岡

の
回
数
券
払
い
戻
し
申
請
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
申
請
書

の
受
付
期
限
は
、
平
成
24
年
12

月
28
日（
郵
送
の
場
合
は
当
日

消
印
有
効
）と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
回
数
券
を
お
持
ち
の

方
は
期
限
内
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

県
外
避
難
者
の
皆
さ
ま
へ

総
合
検
診
の
お
知
ら
せ

金
融
庁
と
財
務
局
か
ら
の

大
切
な
お
知
ら
せ

富
岡
町
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

「
リ
フ
レ
富
岡
」の
回
数
券

払
い
戻
し
に
つ
い
て

 個人町県民税（住民税）について

　住民税とは、１月１日から12月31日までに受け取った収入に対して課税され、翌年１月１日に住
民登録がある市区町村に収める税です（東京電力の就労不能や事業所得の逸失利益を受けていればそ
ちらも対象となります）。
　課税額は、課税標準額（所得金額から扶養控除等を引いた額）の約10％で、平成24年分の住民税は
平成25年６月から期別ごとに納付する必要があります。
　期別とは、普通徴収の場合は、６月、８月、10月、12月の４回で、特別徴収の場合は６月から翌
年５月までの12回で按分することです。
※特別徴収と普通徴収の詳細につきましては、広報とみおか６月号を参照してください。

 法人町民税均等割の取扱いについて

　東京電力（株）に賠償請求を行っている場合、休業には該当しないため、法人町民税均等割を通常
通り１年分納付していただくこととなります。このような場合、確定申告又は修正申告を行い、税
額を納付してください。
　なお、所得が発生している場合には、法人町民税割の申告・納付も必要となりますので、併せて
ご確認をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問税務課　課税係

住民税・法人町民税について

お知らせ

▼
払
い
戻
し
を
行
う
回
数
券

　
全
館
・
温
泉
・
プ
ー
ル
及

び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の

施
設
利
用
回
数
券（
優
待
券

は
対
象
外
）

▼
払
い
戻
し
の
請
求
方
法

　
富
岡
町
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
使
用
料
還
付
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
押
印

の
う
え
回
数
券
を
添
え
て
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
で

の
申
請
も
で
き
ま
す
の
で
お

問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
申
請
書
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ【
災
害
版
】（
カ
テ
ゴ

リ
ー：

町
の
お
知
ら
せ
）か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
払
い
戻
し
の
支
払
方
法

　
お
支
払
い
は
口
座
振
込
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
申
請
書
に
口
座
情
報
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課

を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

※

債
務
の
免
除
に
は
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

▼
個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

①
個
人
信
用
情
報
の
登
録
な
ど

の
不
利
益
を
回
避
で
き
ま
す
。

②
国
の
補
助
に
よ
り
、
弁
護
士

費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※

運
営
委
員
会
に
登
録
さ
れ
た

弁
護
士
の
費
用
に
限
り
ま
す
。

③
５
０
０
万
円
を
目
安
に
現
預

金
を
手
元
に
残
す
こ
と
が
可

能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
義
援

金
等
は
、
上
記
５
０
０
万
円

と
は
別
に
手
元
に
残
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※

被
災
状
況
、
生
活
状
況
な
ど

の
個
別
事
情
に
よ
り
減
額
が

あ
り
得
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、「
個
人
版
私
的
整

理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運
営
委
員

会
」、
ま
た
は
、
お
取
引
金

融
機
関
ま
で
お
問
合
わ
せ
下

さ
い
。

問
個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
運
営
委
員
会
　

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０-

３
８
０-
８
８
３

　
福
島
支
部

　
☎
０
２
４-

５
２
６-

０
２
８
１

　
受
付
時
間
　
平
日
９
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
17
時



今
般
、
富
岡
町
内
の
警
戒
区
域
見
直
し
案
を
作
成

し
、
12
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
富
岡
町
議
会
全
員
協

議
会
へ
提
出
し
ま
し
た
。
議
員
か
ら
、
警
戒
区
域
解

除
後
の
健
康
管
理
問
題
や
賠
償
の
問
題
な
ど
に
つ
い

て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
協
議
の
結
果
、
全
会

一
致
で
同
意
に
至
り
ま
し
た
。

富
岡
町
内
の
警
戒
区
域
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
国

が
航
空
機
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
算
出
し
た
今
年
３
月
31

日
時
点
の
線
量
分
布
を
基
に
、
行
政
区
の
境
界
、
大

字
・
小
字
境
界
並
び
に
道
路
、
河
川
、
居
住
状
況
等

を
勘
案
し
て
設
定
し
て
お
り
、
一
部
の
行
政
区
を
除

き
、
概
ね
行
政
区
単
位
で
帰
還
困
難
、
居
住
制
限
、

避
難
指
示
解
除
準
備
の
３
つ
の
区
域
に
再
編
す
る
案

と
な
り
ま
す
。

議
会
で
の
同
意
を
受
け
、
12
月
６
日
に
は
国
の
原

子
力
災
害
現
地
対
策
本
部
に
区
域
見
直
し
案
を
提
出

し
ま
し
た
。
熊
谷
敬
審
議
官
は「
復
興
を
前
に
進
め
る

た
め
、
町
と
議
会
が
慎
重
審
議
を
重
ね
た
区
域
見
直

し
案
を
、
国
は
重
く
受
け
止
め
た
い
」と
述
べ
、
今
後

必
要
な
事
務
調
整
を
進
め
る
意
向
を
示
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
警
戒
区
域
の
見
直
し
に
伴
う
懸
案
事

町
民
の
皆
さ
ま
へ

熊谷敬審議官に警戒区域見直し案を手渡す遠藤町長（2012年12月6日）

区域見直し案を国に提出

富岡町警戒区域
見直し案について

項
に
つ
い
て
国
と
協
議
を
行
い
、
改
め
て
富
岡
町
が

求
め
る
賠
償
案
を
強
く
訴
え
、
ま
た
、
区
域
再
編
が

進
み
警
戒
区
域
が
解
除
さ
れ
る
と
、
居
住
制
限
・
避

難
指
示
解
除
準
備
の
両
区
域
へ
の
立
入
り
が
自
由
に

な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
健
康
不
安
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
低
線
量
被
ば
く
被
害
に
対
す
る
健
康
管

理
の
問
題
つ
い
て
は
、
国
が
基
準
を
作
り
責
任
を

持
っ
て
安
全
確
保
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
熊
谷
審
議
官
は「
町
と
議
会
か
ら
の
重
要
指

摘
だ
と
認
識
し
て
お
り
、
原
子
力
規
制
委
員
会
と
協

力
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
の
考
え
を
示
し
ま

し
た
。

こ
の
度
、
町
と
議
会
で
ま
と
め
た
区
域
見
直
し
案

に
つ
き
ま
し
て
は
、
様
々
な
ご
意
見
が
あ
る
か
と
存

じ
ま
す
が
、
除
染
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
町
の
復
興
を

前
進
さ
せ
る
た
め
に
は
、
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
ま

す
。
来
年
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
県
内
外
で
住

民
説
明
会
を
開
催
し
、
改
め
て
町
民
の
皆
さ
ま
に
ご

説
明
申
し
上
げ
な
が
ら
、
年
度
内
の
区
域
再
編
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

富
岡
町
長
　
遠
藤
　
勝
也

（3）　お知らせ版



国有林

新
町

 
新
夜
ノ森

 

深
谷

 

小
良
ヶ
浜

 

夜
の
森
駅
前
南

 夜
の
森
駅
前
北

 

大
菅

 

高
津
戸

 

下
千
里

 

仲
町

 

杉
内

 

小
浜

 
王
塚

 

上
本
町

 

赤
木

 
本
町

 
中
央

 
栄
町

仏
浜

 
駅
前

 

西
原

 

清
水

 

岩
井
戸

 
上
郡

 

下
郡
山

 
毛
萱

 

太
田

 

区
域
見
直
し
区
分

             帰
還
困
難
区
域

             居
住
制
限
区
域

             避
難
指
示
解
除

             準
備
区
域

常磐自動車道

常
磐
富
岡
IC

国道6号線

前

富
岡
町
区
域
見
直
し
草
案

第
二
原
子
力
発
電
所

国有林

国有林

富
岡
町
警
戒
区
域
見
直
し
案

富
岡
町
警
戒
区
域
見
直
し（
区
域
別
行
政
区
名
）　
　
　

※
2012.12.4議

会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
決
定
し
た
富
岡
町
に
お
け
る
案

区
域
見
直
し
区
分

帰
還
困
難
区
域

居
住
制
限
区
域

避
難
指
示
解
除
準
備
区
域

深
谷
行
政
区

夜
の
森
駅
前
南
行
政
区

杉
内
行
政
区

下
千
里
行
政
区

上
本
町
行
政
区（
西
部
の
一
部
を
除
く
）

清
水
行
政
区

中
央
行
政
区

赤
木
行
政
区

下
郡
山
行
政
区

駅
前
行
政
区

上
本
町
行
政
区（
西
部
の
一
部
）

行
　
　
　
　
政
　
　
　
　
区
　
　
　
　
名

小
良
ヶ
浜
行
政
区

新
夜
ノ
森
行
政
区

仲
町
行
政
区（
新
福
島
変
電
所
周
辺
を
除
く
）

大
菅
行
政
区（
JR
常
磐
線
か
ら
西
側
）

王
塚
行
政
区

上
郡
行
政
区（
南
部
・
西
部
の
一
部
を
除
く
）

小
浜
行
政
区

岩
井
戸
行
政
区

毛
萱
行
政
区

栄
町
行
政
区

上
郡
行
政
区（
南
側
・
西
部
の
一
部
）

夜
の
森
駅
前
北
行
政
区

大
菅
行
政
区（
JR
常
磐
線
か
ら
東
側
）

高
津
戸
行
政
区

新
町
行
政
区

本
町
行
政
区

西
原
行
政
区

太
田
行
政
区

仏
浜
行
政
区

仲
町
行
政
区（
新
福
島
変
電
所
周
辺
）

お知らせ版　（4）



　
福
島
県
で
は
、
福
島
県
弁

護
士
会
と
連
携
し
、
弁
護
士

に
よ
る
対
面
の
法
律
相
談
を

実
施
し
被
害
者
の
皆
さ
ま
を

支
援
し
て
お
り
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
の
で
、
請
求
手

続
き
に
お
け
る
不
明
な
点
な

ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
事
前
予
約
制
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

原
子
力
損
害
賠
償
に
係
る

巡
回
法
律
相
談
の
ご
案
内

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の

お
知
ら
せ

（5）　お知らせ版

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り

廃
業
し
た
方
が
、
事
業
に
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
際
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
融
資
制
度
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
事
業
を
始
め
る
方

の
ほ
か
、
事
業
開
始
後
お
お

む
ね
５
年
以
内
の
方
も
対
象

と
な
り
ま
す
。
被
災
証
明
書

等
の
発
行
を
受
け
た
方
は
特

別
な
利
率
で
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

問
日
本
政
策
金
融
公
庫

　
☎
０
１
２
０-

１
５
４-

５
０
５

　（
平
日
９
時
〜
19
時
）

▼
事
前
予
約
受
付

　
☎
０
２
４-

５
２
３-

１
５
０
１

　（
原
子
力
損
害
賠
償
等
に
関

す
る
問
合
わ
せ
窓
口
）

▼
受
付
時
間

　
平
日
　
８
時
30
分
〜
20
時

▼
相
談
時
間
　

　
30
分（
13
時
30
分
か
ら
15
時

50
分
の
間
に
実
施
）

▼
相
談
料
　
無
料

▼
実
施
日
程
　

　
左
記
予
定
表
の
と
お
り

問
福
島
県
生
活
環
境
部

　
原
子
力
賠
償
支
援
課

年末年始が近づき、ごみの排出
量が増える時期となりました。
お住まいの市区町村の指定され
た場所に、ルールを守って出し
てください。

ごみの出し方について

平成24年度防衛省自衛隊各種学生募集案内平成24年度防衛省自衛隊各種学生募集案内
自衛隊福島地方協力本部では、次のとおり学生を募集します。

※「自衛官候補生」の募集は年間を通じて行って
　おります。詳しくはお問い合わせください。

問防衛省自衛隊　福島地方協力本部郡山地域事務所
☎024－932－1424

巡回法律相談実施予定表

実施地区 実施日 実 施 会 場

福島市

南会津町

南相馬市

二本松市

いわき市

郡山市

白河市

会津若松市

相馬市

12月19日
26日

12月13日
20日

12月13日
20日

12月11日
18日、25日

12月19日

12月12日

12月13日

12月12日

12月20日

福島県青少年会館第６研修室
福島市黒岩字田部屋53－５

福島県二本松合同庁舎２階会議室
二本松市金色424－１

福島県郡山合同庁舎第４会議室　
郡山市麓山１－１－１

白河商工会議所会議室
白河市道場小路96－５

福島県会津若松合同庁舎本館１階会議室　
会津若松市追手町７－５

福島県南会津合同庁舎４階会議室
南会津町田島字根小屋甲4277－１

相馬市役所分庁舎第１会議室
相馬市中村字大手先13

福島県南相馬合同庁舎402会議室
南相馬市原町区錦町１－30

福島県いわき合同庁舎南分庁舎３階中会議室
いわき市平字梅本15

試験会場

試験期日

合格発表

入校時期

応募資格

募集項目
受付期間
募集人員

平成25年4月1日現在で15歳以上17歳未満の男子
（中学卒又は卒業見込みの者）

高等工科学校生徒 貸　費　学　生

約260名（平成23年度参考）

１次：郡山市労働福祉会館
２次：陸上自衛隊郡山駐屯地

平成25年4月上旬

平成25年4月下旬

下記窓口へお問い合わせ下さい

平成25年1月26日

卒業（修了）後

大学の理学部、工学部3・4年次又は大学院修士
課程在学者（年齢制限があります。詳しくはお
問い合わせください。）

平成24年12月1日～平成25年1月11日平成24年11月1日～平成25年1月7日
約10名（平成23年度参考）

１次 ：平成25年1月28日
最終：平成25年2月22日

１次：平成25年1月19日
２次：平成25年2月2日～5日

お知らせ
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を使用して印刷しています。

いわき四倉交流サロンがオープン

夜の森の桜並木がいわき駅前に復活

　いわき地区において２ヵ所目となる交流サロン
が、12月１日四倉町にオープンしました。町民の
皆さまのコミュニティの場、会議、趣味の集まり
の場として大いにご活用ください。スタッフ一
同、心よりお待ち
しております。

富岡町生活復興支援センター
いわき四倉交流サロン
住所：いわき市四倉町字東２丁目115
電話：0246－38－4355（FAX兼用）
時間：10時から17時（土日・祝日を除く）

いわき光のさくらまつり
開催期間：2012年11月24日～2013年１月13日
点灯時間：16:00～22:00
　　　　　［大晦日のみ27:00（1月1日3時）まで］
開催場所：いわき駅前大通り

　毎春、多くの花見客を魅了していた夜の森
の桜のトンネル。その桜をイルミネーション
で再現した「いわき光のさくらまつり」が開催
され、11月24日、点灯式が行われました。出
席した遠藤勝也町長は「桜は町民の心の支え。
この光が勇気と元気を与え、故郷への思い、
復興への思いをさらに強くしてくれます。」と
感謝の気持ちを述べました。この桜並木は、
いわき市へ避難されている方と市民の絆が深
まるよう、また復興への願いを込めていわき
青年会議所が主催し南双葉青年会議所と浪江
青年会議所が協力して実現したものです。36
本のケヤキに８万個のLED電球が取り付けら
れ、平成25年１月13日までの間、JRいわき
駅前大通りに光のさくらが満開の花を咲かせ
ます。　

コメリ

東邦銀行

四倉中

四倉小

四倉新町局

道の駅
よつくら港

マルト

四ツ倉駅
6

いわき四倉
交流サロン

お知らせ




